
３年目となるこの事業を男女共同参
画おおたが中心となった「被災者支援
おおたネット実行委員会」で受託。 
エセナおおたに集まりながら被災

者同士の交流が図られていました。お
話をうかがうとそれぞれの悩みはより
深刻化しており、このような事業はまだ
まだ続けたいところです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１８号 ２０１5年６月発行 〒143-0027 
東京都大田区中馬込１－２－９ 

電話＆ＦＡＸ:０３－３７６５－２６９９ 
E-MAIL：CBC01776@nifty.com 

ぜひご覧ください！エセナおおたのＨＰ： 
http://www.escenaota.jp/ 

メルマガ、なんちゃってリジチョーブログもどうぞ！ 
http://escenaota.blog81.fc2.com/ 

  

 

NPO ニュース ごぶさたです！ 

 

大田区立男女平等推進センター「エセナおおた」 指定管理者 

特定非営利活動法人 男女共同参画おおた 

東日本大震災直後、被災地でどう

いうボランティア活動が展開され、実

際にどういう支援が必要だったのか

等について、仙台の事例を講演して

もらいました。 

世代や性別、家族構成などの多様

性に配慮したエセナおおた版避難

所運営ゲームを通して学び、防災食

の試食や備蓄品の検証なども行いま

した。小さいお子さん連れのママた

ちにも参加していただきました。 

＜編集：青木千惠＞ 

２０１４.9.21 大森消防署から感謝状が授与されました！ 

「もしも」に備えて、エセナおおたの職員、ボランティアスタッフを対象

とした救命救急講習やＡＥＤの使用方法訓練を大森消防署の協力のも

と、毎年実施しています。２０１４年で１０年が経過しました。その功績が今

回の「感謝状」という形になりました。感謝状贈呈式に参加したのは男女

共同参画おおたの理事であり、ボランティアスタッフ担当の日向野（ひが

の）みどりさんです（後列左から2人め）。 

これを励みにより、一層「エセナおおた」での安全管理につとめていきま

す。 

２０１４年は１４０名（うち男性３４名）のボランティア・スタッフの皆様が登録し

てくださり、会議への出席はもとより、事業運営のお力添えをいただきました。

エセナおおたのように事業運営にボランティア組織を作り、和気あいあいと

共に運営しているセンターは珍しく、先進事例とのことです。 

このような活動に対して、ＮＰＯ法人全国女性会館協議会の全国大会にて

審査員特別賞をいただきました。これからも日ごろの活動に、協力と元気を

いただきながら、皆様と共に愛されるエセナおおたづくりに励んでいきます。 

パッチワークを福島から避難して
いる講師とその日に都内から集ま
った福島の方々で行ないました。 

前列が内閣府のみなさま（局長は右から2番目）、後列が男女共同

参画おおたの理事です。 

ＮＰＯ設立１０年、２０１４年はあちこちから表彰されました！！ 

２０１４.１１.1 全国女性会館協議会より審査員特別賞が授与！ 

２０１５.３.２６ 内閣府男女共同参画局長が視察に！！ 

２０１５年３月２６日（木）は記念すべき日となりました。なんと内

閣府の男女共同参画局 武川局長が「エセナおおた」に視察にき

てくださいました。局長はじめ５名の方が「エセナおおた」の取り

組みについて熱心に耳を傾けてくださいました。 

 ２００７年から男女共同参画の視点での防災というテーマで取り

組み、大田区の地域防災計画にもエセナおおたの位置づけが明

確に載っており、防災という点、広報という点でも先進的な活動を

しているため視察に来てくださいました。 

 もっともっと発信をしていく必要を強く感じました。 

２０１４.１１.２８ 内閣府平成２６年度  

地域防災における男女共同参画の推進事業受託 

２０１４年度も文部科学省主催「学びを通じた被災地
の地域ｺﾐｭﾆﾃｨ再生支援事業」を受託しました。 

http://www.escenaota.jp/

